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受付時間
午前9時から11時30分
午後1時から3時30分

《受付日程表》

月 日 曜 時間 地　　　　　　区 備　　　　　　　考 会　　　　場
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15
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19
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21

22

25

26

27

28

01

04

05

06

07

08

11

12

13

14

15

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

3

沢　口
鉄炮町・大山田
木　崎
明　地
中　里
中　里
下真弓
上真弓
菅　谷
菅　谷
高　田
高　田・新　町
渋　民・駒ヶ嶺町
今　神
藤　崎
藤　崎
富　倉
富　倉・原相善
城　内
城　内・上ノ町
埒　浜
埒　浜
作　田
作　田
新地町
新地町
杉　目
杉　目
杉　目
杉　目
岡
岡
岡
岡
中　島
小　川
小　川
小　川
大戸浜
大戸浜
大戸浜
大戸浜
釣　師
釣　師
今　泉
今　泉

２～４納税組合
１納税組合と納税組合以外

２～８納税組合
９～10納税組合と納税組合以外
納税組合以外
１～６納税組合・新　町

１～４納税組合
５～７納税組合と納税組合以外
納税組合以外
４～５納税組合・原相善
納税組合以外
１～４納税組合・上ノ町
１～３納税組合
４納税組合と納税組合以外
１納税組合と納税組合以外
納税組合以外
１～６納税組合
７～８納税組合と納税組合以外
１～８納税組合
納税組合以外
納税組合以外
納税組合以外
４～８納税組合
納税組合以外
納税組合以外
納税組合以外

２～10納税組合
納税組合以外
納税組合以外
１～５納税組合
６～10納税組合
納税組合以外
納税組合以外
１～７納税組合
納税組合以外
１～５納税組合
６～８納税組合と納税組合以外

勤労青少年あ

ホーム

��3106

駒ヶ嶺公民館

��3477

保健センター

��2096

まだ申告していない方

申
告
書
提
出
の
際
に
は

も
う
一
度
確
認
を
！

町
県
民
税
申
告
と
所
得
税
確

定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
申
告
は
、「
申
告
者
が

自
ら
正
し
い
申
告
と
納
税
を
行

う
」
と
い
う
申
告
納
税
制
度
に
基

づ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
申
告
書
を
提
出
す
る

際
に
は
、
も
う
一
度
次
の
点
を
再

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
誤
っ
た
申
告
を
す
る
と
、
あ
と

で
不
足
の
税
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
め
す
ぎ
の
場
合
に
は

「
更
正
の
請
求
」（
原
則
と
し
て
法

定
納
期
限
か
ら
１
年
以
内
）
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
申
告
は
、
豊
か
で
快

適
な
暮
ら
し
の
た
め
の
財
源
を
確

保
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
期

間
内
に
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

�
役
場
税
務
課
（
�
内
線
21
）

相
馬
税
務
署
で
は
、「
税
金
相
談

専
用
電
話
（
相
談
室
直
通
）」（
�

�
３
４
４
８
）
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間
は
、
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
12
時
ま
で
と
、
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
で
す
。

ま
た
、
相
馬
税
務
署
で
は
、
２

月
18
日
�
か
ら
３
月
15
日
�
ま
で

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
税
務
署

か
ら
案
内
が
あ
っ
た
方
や
所
得
税

な
ど
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
相
馬
税
務
署（
�
�
３
１
１
３
）

あなたの自動車は正しく登録されていますか？
自動車税は、毎年４月１日（午前０時）現在で自動車を所有している方（割賦購入の場合は使用者）に課税
されますので、名義変更や登録抹消が行われていないと、元の所有者に課税されます。
自動車を下取りに出したり、他人に譲り渡したり、廃車したときには必ず陸運支局で変更登録の手続きをし
ましょう。
また、自動車税の納税通知書は陸運支局に登録されている住所に送付されますので、役場に住所変更手続き
をしても、自動車検査証の住所は変更されません。住所が変わったときには、速やかに陸運支局に変更登録の
手続きをしてください。
� 国土交通省東北運輸局福島陸運支局（�０２４－５４６－０３４１）
� 福島県相双地方振興局県税部（��１１２７）

平成14年４月１日から自動車税の一部が次のとおり改正されます。

地球の温暖化や大気の汚染などを防止するため、自動車税が環境に配慮した税制に変わります。排出ガス性
能や燃費性能の優れた自動車は税率が軽減され、新車新規登録から一定年数を経過した環境負荷の大きい自動
車は、税率が重くなります。

キャンピング車は、これまでの車両重量ごとの税率から総排気量の区分ごとの税率に変更され、税率が引き
上げられます。
改正後の税率は、自家用乗用車税率の概ね８割の税率となり、経過措置により２年間の間に段階的に引き上
げられます。
� 福島県相双地方振興局県税部（��１１２７）
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完
全
学
校
週
５
日
制
に
よ
っ
て

毎
週
土
曜
日
が
休
日
に
な
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
家
庭
や
地
域
で
学

校
の
授
業
と
は
全
然
違
う
こ
と
を

体
験
し
た
り
、
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

「
休
日
が
増
え
た
ら
勉
強
の
時

間
が
減
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学

力
が
落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
」
と

心
配
す
る
か
た
も
い
ま
す
が
、
学

校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や

地
域
で
の
活
動
や
体
験
も
大
切
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
生

活
の
中
で
必
要
な
ル
ー
ル
や
思
い

や
り
、
や
さ
し
さ
と
い
っ
た
内
面

的
な
も
の
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
学
校
だ
け
で

な
く
、
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
生

活
全
体
で
学
ぶ
も
の
で
す
。

完
全
学
校
週
５
日
制
は
、
子
ど

も
た
ち
が
豊
か
な
体
験
に
よ
っ
て

豊
か
な
心
を
育
て
る
よ
う
、
家
庭

や
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
な
ど
の
機
会
を
も
っ
と
増
や
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
互
い
に
協
力
し
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」

を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。

学
校
で
の
授
業
は
、
完
全
学
校

週
５
日
制
に
よ
り
、
土
曜
日
の
休

み
が
増
え
た
分
、
授
業
時
間
が
減

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
授
業
内

容
も
文
部
科
学
省
が
学
校
・
学

年
ご
と
に
定
め
る
「
学
習
指
導
要

領
」
が
、
完
全
学
校
週
５
日
制
に

併
せ
て
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
ゆ
と
り

の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る

力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
し
た
教

育
内
容
に
変
わ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
点

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

完
全
学
校
週
５
日

制
で
教
育
を
行
う
た
め
、
授
業
時

数
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
週
当
た
り

２
単
位
時
間
少
な
く
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も

が
共
通
に
学
ぶ
内
容
は
、
社
会
生

活
を
営
む
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
基

礎
的
・
基
本
的
な
内
容
に
厳
選
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が

興
味
・
関
心
等
に
応
じ
て
選
択
で
き

る
幅
を
拡
大
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と
り
の
中
で

じ
っ
く
り
学
習
し
、基
礎
・
基
本
を

確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
変

化
に
対
応
し
、
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
教
科
等
で
学

ん
だ
知
識
を
用
い
て
自
ら
課
題
を

発
見
し
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え

る
力
が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た
力

を
育
む
た
め
に
、
体
験
的
な
学
習

や
問
題
解
決
的
な
学
習
を
重
視

し
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
新
設
し
ま
す
。
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
は
、
各
学
校
が
創
意
工

夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

新学習指導要領４つのポイント
①豊かな人間性や社会性、国際社会に生
きる日本人としての自覚を育成する。
②自ら学び、自ら考える力を育成する。
③ゆとりのある教育活動を展開する中で、
基礎・基本の確実な定着を図り、個性
を活かす教育を充実する。
④各学校が創意工夫を生かし、特色ある
教育、特色ある学校づくりを進める。

「生きる力」とは

な
ぜ
、
完
全
学
校
週
５
日
制
に
な
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の
？
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５
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な
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な
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な
る
の
？

な
ぜ
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完
全
学
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５
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な
ぜ
、
完
全
学
校
週
５
日
制
に
な
る
の
？

な
ぜ
、
完
全
学
校
週
５
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？
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、
完
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５
日
制
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学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

学
校
の
授
業
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ど
う
変
わ
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の
？

学
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の
授
業
は
ど
う
変
わ
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わ
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わ
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学
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授
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ど
う
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わ
る
の
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の
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わ
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の
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の
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わ
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の
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学
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の
授
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ど
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わ
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の
？

学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

預金保護の範囲が変わります！

ペイオフ解禁

平成14年４月から、預金保険制度が変わり、普通預金や当座預金などを除き、定期預金などはこ
れまでの全額保護が定額保護となります。さらに平成15年４月以降はすべての預金等が定額保護に
移行することになっています。
預金保険制度は、金融機関が万が一破たんした場合に、預金者を保護することによって信用秩序を
維持する制度で、４月からは預金元本1,000万円までとその利息が最低保障されることになります。

1,000万円以下の預金は全額保護されます。また、1,000万円を超える預金についても受け取れるのは、1,000万円
だけではありません。

対象金融機関
・銀行（日本国内に本店のある銀行）・労働金庫連合会・労働金庫・信金中央金庫・信用金庫
・全国信用協同組合連合会・信用協同組合

対象とならない金融機関
・政府系金融機関・外国銀行の日本支店・商工組合中央金庫・郵便局・農林中央金庫・農協・漁協
・水産加工業協同組合・保険会社・証券会社
（農林中央金庫、農協、漁協、水産加工業協同組合は、預金保険制度とほぼ同様の「農水産業協同
組合貯金保険制度」に加入しています。）
� 金融庁（�03-3506-6000）

預金保険機構（�03-3212-6030）
各金融機関

対
象
と
な
る
預
金

・当座預金
・普通預金
・別段預金

平成14年３月まで 平成14年４月～
平成15年３月まで 平成15年４月以降

全額保護 全額保護

合算して元本1,000万円
までとその利息（※）

全額保護
合算して元本1,000万
円までとその利息（※）

全額保護
破たんした金融機関の財産の状況に応じて支払い
（一部カットされることがあります）

・その他の預金等
定期預金
定期積金
ビッグ、ワイド

対象とならない預金等
・外貨預金
・譲渡性預金
・ヒット等

（※）1,000万円を超える元本とその利息等については、破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われますの
で、一部カットされることがあります。
（例）平成14年４月以降の定期預金の場合

A支店200万円 利息 B支店400万円 利息 C支店900万円 利息

預金の種類
期　間

1,000万円 利息

500万円 利息1,000万円 利息

500万円 利息
最低保証 破たん金融機関の財産の状況に応じて支払い

破たん金融機関の財産の状況に応じて支払い最低保証
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平
成
14
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
は
直
接
、
国
（
社
会

保
険
庁
）
と
な
る
た
め
、
役
場
の
窓

口
や
納
税
組
合
を
通
じ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

「
地
方
分
権
推
進
一
括
法
」
の

施
行
に
よ
り
、
４
月
か
ら
国
民
年

金
制
度
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
町
か
ら
保
険
料
納
付

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

14
年
４
月
分
か
ら
は
国
（
社
会

保
険
庁
）
か
ら
直
接
送
付
さ
れ

ま
す
。

・保険料は預金口座から毎月自動的に引き落とされ
ますので、納め忘れがなく確実です。
・口座振替納付申請書を最寄りの金融機関窓口にご
提出ください。申し込み手続きや引き落としには一切
手数料はかかりません。
・混雑しがちな窓口に毎月訪ねる手間と時間が省け
ますので、お忙しい方にはとても便利です。
※現在、口座振替で保険料を納付されている方は、４
月以降も引き続き口座振替ができますので、特に手
続きの必要はありません。
�

・相馬社会保険事務所国民年金業務課
（��５１７３）

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！
○２

新
地
町
名
誉
町
民
、
勲
四
等

瑞
宝
章
、
前
町
長
橋
本
正
一
氏

が
さ
る
１
月
18
日
ご
逝
去
さ
れ
、

20
日
、
し
め
や
か
に
町
葬
が
営
ま

れ
ま
し
た
。
満
92
歳
で
し
た
。

故
橋
本
正
一
氏
は
、
明
治
42
年

３
月
１
日
生
ま
れ
で
、
福
島
県
立

師
範
学
校
を
卒
業
後
、
教
員
と
な

り
、
昭
和
41
年
ま
で
の
38
年
間
の

教
員
生
活
で
、
相
馬
市
立
大
野
中

学
校
長
を
は
じ
め
、
相
馬
市
内
各

中
学
校
の
校
長
と
し
て
多
く
の
人

材
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
政
治
の
道
に
進
み
、
昭
和

41
年
か
ら
昭
和
57
年
ま
で
の
４
期

16
年
の
長
き
に
わ
た
り
新
地
町
長

と
し
て
町
政
の
振
興
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
在
任
中
は
、
ほ
場
整
備

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
基
盤

の
整
備
や
、
上
水
道
の
普
及
、
保

育
所
建
設
な
ど
住
民
福
祉
の
充

実
、
そ
し
て
、
住
み
よ
く
働
き
が

い
の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
県
や
相
馬
市
と
一
体
と
な
っ

て
相
馬
地
域
開
発
計
画
を
推
進

し
、
相
馬
地
方
の
新
た
な
時
代
の

幕
開
け
を
築
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

町
土
地
改
良
区
理
事
長
や
相
馬

地
方
町
村
会
長
、
県
町
村
会
副

会
長
、
全
国
簡
易
水
道
協
議
会

会
長
な
ど
各
種
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

永
年
の
功
績
に
対
し
、
昭
和
58
年

に
名
誉
町
民
、
翌
59
年
に
は
勲
四

等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
の
た
め
に
情
熱
の
一
生
を

捧
げ
ら
れ
た
故
橋
本
正
一
氏
に
哀

悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

「
公
民
館
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど

い
」
が
１
月
26
日
、
27
日
の
両

日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
町
民
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

26
日
は
、
３
Ｂ
体
操
や
太
極

拳
、
歌
、
ダ
ン
ス
な
ど
各
種
教

室
受
講
生
な
ど
に
よ
る
発
表
会

が
、
27
日
は
、
茶
道
や
パ
ソ
コ

ン
の
体
験
学
習
や
生
涯
学
習
講

座
、
各
種
教
室
の
作
品
展
・
写

真
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

23
日
か
ら
27
日
ま
で
は
「
ふ
る

さ
と
姉
妹
都
市
歴
史
友
好
都
市

公
民
館
絵
画
・
書
道
交
流
巡
回

展
」
も
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

農 業 講 演 会
町では、農業・農村の活性化を図るた

め、次のとおり「農業講演会」を開催し
ます。多くの皆さんのご参加をお待ちし
ています。
� ２月22日� 午後７時～
� 農村環境改善センター
� 宮城大学大学院事業構想学研究科

教授　大泉一貫　先生
� 「元気の出るこれからの産地戦略」
� 新地町・町農業委員会・そうま

農業協同組合新地総合支店・町
農業改良推進員協議会・町土地
改良区・町農業振興対策協議
会・町認定農業者協議会

�
役場産業課（��２１１１内線43）

作田コミュニティセンター落成
作田地区会（佐藤清会長）が旧公会堂の老朽化に伴い建

設を進めていた作田コミュニティセンター（作田公会堂）が
12月20日に完成し、１月20日には落成式が行われました。
作田コミュニティセンターは、作田地区会会員の長年の

会費の積立と平成13年度宝くじの助成を受けて建設され、会
議室の外、調理実習室や書庫を備え、段差のないバリアフリ
ー対応の施設となっています。

・場所　新地町大字埒木崎字作田38番地
・構造　木造平屋建
・延床面積

136.63㎡（会
議室、調理
実習室、倉
庫 、書 庫 、
トイレ等）

 

▲落成を祝う地区民と関係者

▲新地公民館３Ｂ体操教室の皆さん

▲生花教室や陶芸教室などの作品展 ▲体験学習コーナー（左：パソコン体験、右：手づくりふくろう作り）

�
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
教
室
の
皆
さ
ん

納
付
場
所
は
、
銀
行
や
郵
便
局
、

農
協
、
漁
協
、
信
用
組
合
、
信
用
金

庫
、
労
働
金
庫
で
す
。
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一年間の海難事故ゼロと豊漁を願い１月２日に「漁協出初め式」が、１月12日には「県海難救済会新
地救難所出初め式」がそれぞれ新地漁業協同組合で行われました。
漁協出初め式は、組合員ら約50人が出席し、東胞男組合長のあいさつ後、御神酒開きを行い大漁旗で

飾られた約50隻の船が一斉に海に出て、海の安全を誓いました。
また、県海難救済会新地救難所出初め式では、救難所員ら約60人が参加し、海難事故ゼロを誓いました。

救難所とは、地元漁師や漁協組合員などがメンバーとなり、海難事故などの際に出動し救助活動を行います。

海の安全と豊漁を願い
「漁協出初め式」と「県海難救済会新地救難所出初め式」

�
一
年
間
、無
事
故
、豊
漁
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

�

事
故
ゼ
ロ
を
誓
う

救
難
所
員
た
ち

町

の
話

題

「
全
国
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の
１

月
26
日
、
町
の
文
化
財
防
火
訓
練

が
、
新
地
町
の
愛
宕
神
社
で
消
防
団

員
を
は
じ
め
地
区
民
約
40
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
火
訓
練
は
、
消
防
団
の
本
殿
へ

の
放
水
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
な
ど

で
、
参
加
者
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
、

取
り
組
み
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
訓
練
は
、
町
内
各
地

に
残
る
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
る
！

�
本
殿
へ
の
放
水
訓
練

平
成
14
年
「
新
地
町
消
防
団
出

初
め
式
」
が
１
月
６
日
、
町
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
、
団
員
、
婦
人

消
防
隊
ら
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、

今
年
一
年
の
火
の
守
り
を
誓
い
ま
し

た
。式

で
は
、
阿
部
消
防
団
長
か
ら

「
火
災
の
な
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
優
良
団
員
、
永
年
勤

続
団
員
ら
の
町
消
防
団
長
表
彰
、

消
防
協
会
相
馬
支
部
長
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

火
の
守
り
誓
う

�

表
彰
を
受
け
る
団
員
た
ち

町
青
少
年
健
全
育
成
健
全
育
成

町
民
会
議
の
寺
島
幹
雄
副
会
長
が
こ

の
ほ
ど
、
第
24
回
福
島
県
青
少
年
健

全
育
成
推
進
大
会
の
席
上
、
功
労
者

と
し
て
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

寺
島
副
会
長
は
、
昭
和
62
年
の
町

民
会
議
設
立
時
か
ら
推
進
員
と
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
、
今
日

ま
で
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

寺
島
幹
雄
副
会
長

�
表
彰
を
受
け
た
寺
島
幹
雄
副
会
長
（
左
）

と
同
席
し
た
齋
藤
賢
一
副
会
長
（
右
）

今
年
一
年
間
の
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
願
い
「
年
頭
交
通
安
全
祈

願
祭
」
が
１
月
８
日
、
子
眉
嶺

神
社
で
行
わ
れ
、
町
交
通
対
策

協
議
会
、
町
交
通
指
導
員
会
、

町
交
通
安
全
母
の
会
、
相
馬
警

察
署
、
相
馬
地
区
交
通
安
全
協

会
な
ど
関
係
団
体
の
代
表
ら
約

40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

関
係
者
ら
は
、
今
年
一
年
間
、

一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
に
取

り
組
み
、
事
故
の
な
い
町
づ
く

り
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い

一
年
を

�

一
年
間
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
う
関
係
者

新
地
町
商
工
会
（
後
藤
顕
一
会

長
）
主
催
に
よ
る
「
第
１
回
新
年
賀

詞
交
歓
会
」
が
１
月
11
日
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
の
事
業

者
や
町
議
会
、
各
行
政
区
長
、
学
校

関
係
者
な
ど
約
１
２
０
人
が
出
席
し

て
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
歓
会
は
、
神
事
の
後
、
後
藤
会

長
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
地

酒
鹿
狼
山
の
鏡
割
り
で
懇
親
会
に
入

り
、
出
席
者
た
ち
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
ま
し
た
。

新
年
賀
詞
交
歓
会

�
華
や
か
に
開
催
さ
れ
た
賀
詞
交
歓
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
鹿
狼

山
元
旦
登
山
」（
主
催
・
鹿
狼
山
元

旦
登
山
実
行
委
員
会
）
に
、
町
内

外
か
ら
約
１，

５
０
０
人
が
参
加

し
、
山
頂
か
ら
の
初
日
に
新
世
紀
の

誓
い
を
た
て
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
午
前
６
時
の
花
火

を
合
図
に
登
山
を
開
始
し
、
１
時

間
足
ら
ず
で
山
頂
へ
到
着
。
山
頂

で
は
荒
町
長
の
あ
い
さ
つ
や
全
員
で

の
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し

た
が
、
午
前
７
時
す
ぎ
に
雲
の
間
か

ら
初
日
が
顔
を
出
し
大
き
な
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

鹿
狼
山
元
旦
登
山

�

山
頂
か
ら
初
日
を
望
む
参
加
者
た
ち
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１
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

２
日
�

福
田
保
育
所

８
日
�

浜
保
育
所

19
日
�

浜
保
育
所

20
日
�

新
地
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

20
日
�

各
保
育
所

22
日
�

浜
保
育
所

25
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

２
月
の
読
み
聞
か
せ
会

２
月
17
日
�
　
午
前
11
時は休館日

図
書
館
探
訪

・
雪
虫
　
　
　
　
　
堂
場
瞬
一

新
潟
県
警
捜
査
一
課
鳴
沢
刑
事
。

湿
り
気
を
帯
び
た
灰
色
の
雲
の
下
、

湯
沢
で
老
婆
が
殺
さ
れ
る
。
親
子

三
代
警
察
官
と
い
う
男
が
人
の
心

の
闇
に
挑
む
。
親
子
の
絆
と
許
し

を
描
い
た
心
を
震
わ
す
警
察
小
説
。

●
一
般
書

●
ビ
デ
オ

●
Ｃ
Ｄ

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

や
季
節
の
工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
自
由
で
す

●
児
童
書

今
月
は
、
お
昼
寝
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
が
時
々
「
お
昼
寝

し
た
く
な
い
」
と
言
っ
た
り
「
う

ち
の
子
お
昼
寝
を
嫌
が
る
の
」
と

お
母
さ
ん
方
の
声
を
耳
に
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

お
昼
寝
が
必
要
な
の
か
ど
う
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
生
活
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
１
日
の

中
に
朝
・
昼
・
夜
が
あ
る
よ
う
に

子
ど
も
が
健
康
に
育
つ
た
め
に

「
食
べ
る
」「
遊
ぶ
」「
休
む
（
寝

る
）」
と
い
う
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま

す
。
１
〜
２
歳
の
間
に
こ
の
生
活

リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
状
態

か
ら
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

夕
方
眠
く
な
り
夕
飯
の
時
間
に
寝

「
保
育
所
っ
て
ど
う
し
て

お
昼
寝
が
あ
る
の
？
」

・
ア
ー
サ
ー
王
救
出
作
戦

ジ
ョ
ン
・
シ
ェ
ス
カ

・
裏
Ｓ
ｍ
ａ
ｐ
　
Ｓ
ｍ
ａ
ｐ

・
効
果
音
大
全
集
14

Happy Valentine’s Day
Shinchi!

Probably the most impor-
tant day for many people in America is Saint
Valentine’s Day, February 14. This is when
both boyfriends and girlfriends and even mar-
ried couples give each other romantic presents
like chocolates, red roses, and Valentine’s
Day cards to express their love for each other.
Also, boyfriends and husbands are expected to
treat their girlfriends and wives to a romantic
dinner and watch a romantic movie together.
But in Japan, February 14 is the day when only
women give presents like chocolate to men.
Later on White Day March 14, men return the
gesture by giving women presents. In Ameri-
ca, both men and women give each other pre-
sents on the same day February 14. Also, in
America we usually only give presents to our
girlfriends, boyfriends, wives, or husbands.
We don’t normally give presents to our co-
workers like giri chokoreito.
So guys, boyfriends, and husbands why don’
t you surprise your girlfriend or wife this Valen-
tine’s Day February 14, by giving her a flower
or chokoreito. I’m sure she will be pleasantly
surprised. When she asks you why you gave
her a present today, just say “Because I love
you!”and watch what happens.

Sincerely,

（和訳は15ページ）

も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
！

”
高
血
圧

“

高
血
圧
で
一
番
怖
い
の
は
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
動

脈
硬
化
と
は
、
動
脈
が
弾
力
を
失

っ
て
破
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
血
液

の
通
り
道
が
狭
く
な
っ
た
状
態
を
い

い
ま
す
。

・
脳
出
血
（
脳
の
血
管
が
破
れ
て

出
血
）
・
脳
梗
塞
（
脳
の
血
管
が

つ
ま
る
）
・
脳
血
管
性
痴
呆
（
脳

出
血
や
脳
梗
塞
が
原
因
で
起
こ

る
）
・
狭
心
症
（
冠
状
動
脈
が
狭

く
な
る
）
・
心
筋
梗
塞
（
冠
状
動

脈
が
つ
ま
る
）
・
腎
不
全
（
腎
臓

の
血
管
が
傷
み
腎
機
能
が
低

下
）
・
大
動
脈
瘤
（
太
い
血
管
に

コ
ブ
が
で
き
る
）
・
四
肢
動
脈
閉

塞
症
（
手
足
の
血
管
が
つ
ま
る
）

な
ど
で
、
高
血
圧
は
放
っ
て
お
く
と

危
険
で
す
。

『
寝
る
子
は
育
つ
』

・
お
じ
ゃ
る
丸

・
天
国
か
ら
来
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

私
た
ち
の
血
圧
は
、
日
中
は
高

く
な
り
夜
は
低
く
な
り
ま
す
。
こ
の

体
内
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
血
圧
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
規
則
正

し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
過

労
や
睡
眠
不
足
は
身
体
的
ス
ト
レ
ス

と
な
り
血
圧
を
上
げ
ま
す
の
で
、
休

養
と
睡
眠
を
十
分
に
取
る
こ
と
が
大

切
で
す
。ま
た
、精
神
的
ス
ト
レ
ス

は
、軽
い
運
動
や
趣
味
、娯
楽
な
ど
で

発
散
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
よ
く
歩
き
、

よ
く
体
を
動
か
し
、運
動
不
足
を
解

消
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

血
圧
測
定
は
、
静
か
な
暖
か
い

部
屋
（
23
〜
24
℃
）
で
腕
を
締
め

付
け
な
い
服
装
に
な
り
最
低
５
分

間
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
３
回
ぐ
ら

い
深
呼
吸
の
後
測
り
ま
す
。
測
定

前
は
禁
煙
、
測
定
中
は
お
し
ゃ
べ

り
は
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
毎
回
決

ま
っ
た
時
間
に
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
は
、
正
し
く
理
解
す
れ

ば
必
要
以
上
に
恐
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
治
療
中
の
方
は
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
規
則
正
し
い

服
薬
と
食
事
療
法
に
よ
り
上
手
に

病
気
と
付
き
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

「
寝
る
子
は
育
つ
」
ー
昔
か
ら

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
ば
で
す
ね
。

こ
れ
は
、
眠
っ
て
い
る
間
に
乳
幼

児
期
の
成
長
に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
保
育

所
で
は
、
お
い
し
い
給
食
を
食
べ

た
後
、
自
分
の
布
団
に
入
っ
て
お

昼
寝
の
時
間
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
乳
児
は
、
家
庭
と
の
連
携
に
よ

り
昼
寝
の
時
間
は
ま
ち
ま
ち
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
眠

て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
育
所
で
元

気
が
な
い
か
ら
ど
う
し
た
の
か
な

と
思
っ
て
子
ど
も
に
聞
い
て
み
る

と
、
夜
更
か
し
を
し
た
と
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
生
活
の
ズ

レ
」
が
生
じ
た
わ
け
で
す
。
こ
の

「
生
活
の
ズ
レ
」
を
解
消
し
午
後

も
元
気
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
「
お
昼
寝
」
が
あ
る
の
で
す
。

長
時
間
保
育
所
で
過
ご
す
子
ど
も

に
と
っ
て
、
規
則
正
し
い
お
昼
寝

は
か
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

れ
る
よ
う
に
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

ん
で
あ
げ
た
り
、
子
守
歌
を
歌
っ

て
眠
気
を
誘
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
眠
っ
て
い
る
時
は
「
天
使
の

笑
顔
」
ど
ん
な
夢
を
見
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
起
き
た
ら
お
い
し

い
手
作
り
お
や
つ
で
す
よ
。
今
日

は
何
か
な
？

ご
家
庭
で
も
子
ど
も
の
健
康
を

守
る
た
め
に
「
お
昼
寝
」
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

担
任
「
た
こ
た
こ
あ
が
れ
」

こ
ど
も
「
い
か
い
か
止
ま
れ
」

タ
コ
サ
ラ
ダ
を
食
べ
な
が
ら
歌
っ

て
い
ま
し
た
。

▲お昼寝前の読み聞かせ

・
志
賀
潔
或
る
細
菌
学
者
の
回
想

赤
痢
菌
の
発
見
、
ラ
イ
菌
の
培

養
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
な

ど
伝
染
病
研
究
・
化
学
療
法
に
大

き
な
功
績
が
あ
る
、
１
８
７
１
年

仙
台
市
生
ま
れ
の
細
菌
学
者
「
志

賀
潔
」
の
回
想
記
。

・
い
の
一
番
　
　
　
出
久
根
達
郎

・
影
法
師
夢
幻
　
　
　
米
村
圭
伍

・
ロ
バ
ー
ト
Ｂ
パ
ー
カ
ー

・
な
ん
で
も
な
い
し
あ
わ
せ

・
図
解
雑
学
地
震

ア
ー
サ
ー
王
の
時
代
に
ワ
ー
プ
し

た
わ
ん
ぱ
く
三
人
組
は
、
火
ふ
き
竜

や
臭
く
て
た
ま
ら
な
い
大
男
、
い
じ

わ
る
な
魔
法
使
い
を
相
手
に
痛
快

な
冒
険
を
繰
り
広
げ
る
。
タ
イ
ム
ワ

ー
プ
三
人
組
シ
リ
ー
ズ
。

・
こ
れ
っ
て
な
に
い
ろ
？

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ダ
イ
ア
ズ

ひ
よ
こ
、
ぶ
ど
う
、
か
え
る
、
ぱ

じ
ゃ
ま
、
オ
レ
ン
ジ
…
。
こ
れ
っ
て

な
に
い
ろ
？
さ
ま
ざ
ま
な
し
か
け
を

楽
し
み
な
が
ら
、
一
つ
づ
つ
色
を
覚

え
る
幼
児
用
教
育
絵
本
。

・
フ
ァ
ラ
オ
の
神
殿
の
ひ
み
つ

・
ジ
ム
ボ
タ
ン
と
13
人
の
海
賊

・
エ
ー
ミ
ー
ル
と
探
偵
た
ち

・
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ア
ギ
ト
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� 役場

（子供） （親） （地区）
楓
ふう

人
と

平間和彦・里　美 城　内

彩
あや

乃
の

阿部栄洋・利映子 富　倉

奏
そ

楽
ら

鈴木信二・美　絵 原相善

龍
りゅう

澄
と

岩佐達也・　恵 釣　師

瑠
る

花
か

佐藤和彦・美　和 富　倉

恵
けい

達
たつ

佐藤茂文・久美子 富　倉

和
かず

樹
き

堀内嘉一・光　子 小　川

（死亡者） （年齢） （地区）
吉村　フヨ ９０歳 埒　浜
寺島　春治 ７７歳 大戸浜
草野　よし ７２歳 上真弓
横山　一郎 ９０歳 上真弓
中和田弘子 ４５歳 今　神
渡邊　高子 ７１歳 鉄炮町
菅野ヱナヲ ８２歳 藤　崎
内藤　　敏 ８５歳 小　川
千田　清司 ８６歳 菅　谷
橋本　正一 ９２歳 藤　崎

（平成１３年１２月２１日～平成１４年１月２０日届出）

水道

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

◎場所は保健センター

ふれ
あいと

創造のまち

21
日
　
定
例
行
政
区
長
会

25
日
　
広
域
圏
組
合
管
理
者
会
議
及
び

議
会
定
例
会
、
土
地
連
幹
事
会

理
事
会
及
び
運
営
委
員
会

26
日
　
新
地
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工
引
渡
し
、

相
馬
方
部
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

27
日
　
入
札
、
農
業
振
興
対
策
協
議
会

28
日
　
仕
事
納
め

１
日
　
元
旦
鹿
狼
登
山

４
日
　
新
地
ホ
ー
ム
新
年
あ
い
さ
つ
、
仕
事

始
め
式
及
び
職
員
表
彰
式
、
課
長
会

６
日
　
消
防
出
初
め
式

８
日
　
交
通
対
策
協
議
会
交
通
安
全
祈

願
祭
、
町
交
通
指
導
員
会
新
年

懇
談
会
、
相
馬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
合
同
例
会
新
年
会

９
日
　
相
馬
地
方
市
町
村
長
会

10
日
　
知
事
と
土
地
連
役
員
と
の
新
年

懇
談
会

11
日
　
行
政
区
長
会
要
望
に
来
庁
、
商

工
会
新
年
賀
詞
交
歓
会
、
課
長

会
新
年
会

12
日
　
水
難
救
済
会
新
地
救
難
所
出
初
め
式

14
日
　
元
相
馬
市
議
員
坂
本
隆
氏
叙
勲

受
章
祝
賀
会

15
日
　
課
長
会

16
日
　
相
馬
地
方
広
域
圏
組
合
管
理
者

巡
視
、
町
サ
イ
ン
計
画
打
ち
合
わ

せ
、
衛
生
組
合
議
会
と
執
行
部

と
の
新
年
懇
談
会

17
日
　
総
務
常
任
委
員
会
、
町
水
田
農
業
推

進
協
議
会
、
総
務
委
員
会
新
年
会

18
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
相
馬

青
年
会
議
所
新
年
懇
談
会

20
日
　
作
田
地
区
通
常
総
会
、
作
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
新
築
披
露

落
成
式
、
名
誉
町
民
（
橋
本
正

一
氏
）
合
同
葬
祭

３
月
15
日
�
〜
24
日
�
ま
で
の

10
日
間
、
相
馬
方
部
衛
生
組
合

焼
却
場
の
整
備
工
事
に
伴
い
焼
却

場
が
閉
鎖
さ
れ
る
た
め
「
燃
え
る

ご
み
」
の
収
集
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�・
役
場
町
民
課
生
活
環
境
係

（
�
内
線
23
）

・
相
馬
方
部
衛
生
組
合

（
�
�
４
１
２
４
）

・
新
地
町
役
場
管
理
職
員
一
同
よ

り
50
万
円

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度

に
行
っ
た
貝
塚
西
遺
跡
発
掘
調
査

な
ど
の
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。
最
新
の
成
果
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

２
月
23
日
�

午
後
１
時
30
分
〜

・
そ
う
ま
農
業
協
同
組
合
新
地
総

合
支
店
よ
り
３
５，

３
４
０
円

・
㈱
ト
ー
ヨ
ー
不
動
産
代
表
取
締

役
岡
田
庄
治
さ
ん
よ
り
15
万
円
／

故
伊
藤
長
治
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
伊
藤
サ
タ
子
さ
ん
（
釣
師
）
よ

り
10
万
円
／
故
吉
村
フ
ヨ
さ
ん
の

ご
遺
志
と
し
て
吉
村
光
昭
さ
ん

（
埒
浜
）
よ
り
10
万
円

・
寺
島
春
見
さ
ん（
大
戸
浜
）よ
り

10
万
円
／
吉
村
光
昭
さ
ん
（
埒
浜
）

よ
り
10
万
円
、
栄
養
補
給
剤
３
箱
、

紙
オ
ム
ツ
２
０
０
枚
／
菅
野
宥
さ

ん
（
藤
崎
）
よ
り
10
万
円
／
森
栄

之
進
さ
ん（
杉
目
）よ
り
バ
ナ
ナ
１

箱
／
小
野
重
雄
さ
ん（
小
川
）よ
り

卵
10
キ
ロ

・
特
養
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
福

田
・
新
地
・
駒

ヶ
嶺
の
女
性
の

皆
さ
ん
）
20
回

40
人
／
Ｊ
Ａ
す

ず
ら
ん
６
回
11

人
／
レ
マ
ン
の

会
１
回
４
人
／

新
地
高
校
２
回

25
人
／
小
川
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
１

回
３
人

平
成
14
年
１
月
１
日
現
在
を

基
準
に
調
整
し
た
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
、
次
の
期
間
縦

覧
し
ま
す
。

２
月
23
日
�
〜
３
月
９
日
�

町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
）

�
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
�
�
２
１
１
１
内
線
48)

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

「
今
年
度
発
掘
調

査
の
成
果
」
教
育
委
員
会
調
査
員

佐
藤
祐
太
氏

「
新
地
城
（
蓑
首

城
）を
め
ぐ
る
伝
説
と
文
献
」教
育

委
員
会
教
育
長
目
黒
美
津
英
氏

�町
教
育
委
員
会（
�
�
４
４
７
７
）

町
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
的

課
題
と
し
て
の
地
域
社
会
の
向
上
、

親
子
や
隣
人
の
人
間
関
係
の
向
上

を
図
る
た
め
に
「
新
地
町
教
育
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
い
で
く

だ
さ
い
。

３
月
２
日
�

午
後
１
時
30
分
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

仮
題
「
外
国
か
ら

見
た
日
本
の
教
育
」
駐
日
イ
ン
ド

大
使
　
ア
フ
タ
ー
ブ
・
セ
ッ
ト
氏

（
講
師
略
歴
／
１
９
４
３
年
９
月

17
日
ビ
ハ
ー
ル
州
パ
ト
ナ
生
ま
れ
／

デ
リ
ー
大
学
在
学
中
慶
應
大
学
に

留
学
／
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で

政
治
学
及
び
憲
法
史
の
修
士
号
、

ア
テ
ネ
・
ア
メ
リ
カ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で

法
学
博
士
号
を
取
得
／
１
９
６
８

年
イ
ン
ド
外
務
省
入
省
／
２
０
０

０
年
９
月
よ
り
駐
日
イ
ン
ド
大

使
／
近
著
「
象
は
痩
せ
て
も
象
で

あ
る
」
―
イ
ン
ド
か
ら
見
た
巨
象
・

日
本
の
底
力
―
）

�町
教
育
委
員
会
（
�
�
４
４
７
７
）

福
島
労
働
局
で
は
、
現
在
、
大

学
や
短
大
等
に
在
籍
し
て
い
る
学

生
の
皆
さ
ん
に
、
今
の
産
業
・
企

業
・
職
業
や
就
職
状
況
な
ど
の
情

報
を
発
信
す
る
場
と
し
て
「
ふ
く

し
ま
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
２
０
０
２
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

２
月
27
日
�

午
後
１
時
〜
５
時

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
（
郡
山
市
）

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
講
演
会
、

学
生
職
業
相
談
室
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

大
学
・
短
期
大
学
・

高
専
・
専
門
学
校
に
在
学
中
の
皆

さ
ん
の
う
ち
平
成
15
年
３
月
以
降

に
卒
業
予
定
の
方
。

県
内
企
業
約
150
社

申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料

�

福
島
労
働
局
職

業
安
定
部
職
業
安
定
課
（
�
０

２
４
―
５
２
８
―
０
２
５
４
）

広
野
町
で
は
、
常
磐
自
動
車
道

（
広
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
３

月
開
通
を
祝
し
、
浜
通
り
地
域
住

民
参
加
に
よ
る
開
通
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

３
月
10
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

広
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

☆
開
通
式
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー
、
車
両
展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
各
市
町
村
特
産
品
販
売
、

抽
選
会
な
ど
。

☆
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク

・
午
前
９
時
30
分
　
集
合

☆
高
速
道
路
見
学
会

・
１
回
目
　
午
後
12
時
30
分
〜

・
２
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜

（
定
員
各
１
５
０
名
）

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー

ク
と
高
速
道
路
見
学
会
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
尚
、
広
野
町
内

に
駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り
、
会

場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
月
12
日
�
〜
２
月
28
日
�

�広
野
町
企
画
調
整
課
（
�
０
２

４
０
―
２
７
―
２
１
１
４
）
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Happy Valentine’s Day Shinchi!
おそらくアメリカの多くの人々にとって、一番大切な日
はセントバレンタインデ－２月14日です。この日はボ－イ
フレンドやガ－ルフレンド、そして結婚している人でもチ
ョコレ－ト、赤いバラ、お互いの愛を示すバレンタイン
カ－ドのようなロマンチックなプレゼントをお互いにあげ
ます。またボ－イフレンドや夫は、ガ－ルフレンドや奥さ
んから素晴らしい料理をもてなされたり、一緒にロマンチ
ックな映画を見る事を期待しています。
でも日本では２月14日は、女性だけが男性にチョコレ－
トのようなプレゼントをあげますね。後で３月14日のホワ
イトデ－には、男性が女性にお返しをします。アメリカで
は男性、女性とも両方、２月14日の同じ日にお互いにプ
レゼントを交換します。またアメリカでは普通ボ－イフレ
ンド、ガ－ルフレンド、奥さん、夫だけが交換します。同
僚にギリチョコをあげるようなことはありません。ですか
らボ－イフレンドや夫は、２月14日に花やチョコレ－トを
ガ－ルフレンドや奥さんにあげてみてはどうですか？彼女
たちはびっくりするでしょう。なぜプレゼントを今日くれ
るのと尋ねたら『愛してるから』と言ってください。そし
て何が起きるか見てみなさい。

Ｄａｖｅ
和訳：尚英中学校　松田勘太先生

（塩分控えめ料理）

（５人分）
・人参　50㌘　・しめじ 80㌘　・玉ねぎ 150㌘　・ピーマン 小１コ
・ハム 80㌘　・カボチャ 300㌘　・チーズ 100㌘　・バター 10㌘
・牛乳　400㏄　・シチューの素　80㌘　・塩、コショウ、パセリ 少々

①カボチャを厚さ１㎝、長さ４㎝位の長方形に切り、固めにゆでる。
②玉ねぎ、ピーマン、人参、ハムを千切りにし、しめじは小分けにする。
③フライパンにバターを溶かして②を炒め、塩、コショウで味を整える。
④鍋に牛乳を入れ、弱火でシチューの素を少しずつ加えクリーム状にする。
⑤③と④を混ぜ合わせる。
⑥器に５等分したカボチャを並べ、上に⑤をのせてチーズを散らす。
⑦オーブンで焦げ目をつけ（12分位）、仕上げにパセリを散らしてできあがり。

カボチャがシチューの素とマ
ッチして、子どもからお年寄り
までおいしく食べられます。

四季の風物詩



●人口／9,021人（－8人）
男／4,401人（－6人）
女／4,620人（－2人）

●世帯数／2,473世帯（＋7世帯）
※１月１日現在（ ）は前月比

●国民年金 ２ 月 分

２
０
０
２
年
２
月
５
日

N
o.

３
６
８

再生紙使用

発
行

編
集

〒979 - 2792
福
島
県
相
馬
郡
新
地
町
谷
地
小
屋
字
萩
崎
40

新
地
町
・
企
画
振
興
課
（

）

�
０
２
４
４
�
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
４
９

ち

き
ゅう
にやさし

い

Ｈ１４.２.５.�

■
今
月
号
で
は
、
完
全
学
校
週
５
日
制
や

ペ
イ
オ
フ
、
自
動
車
税
、
国
民
年
金
な
ど

今
年
の
４
月
か
ら

”変
わ
る
も
の
“
を
紹

介
し
ま
し
た
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
直
接

関
係
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
な
か
ら
ず
皆
さ
ん
の
生
活

に
影
響
も
で
る
と
思
い
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
■
も
う
ひ
と
つ
、
４
月
か

ら
変
わ
る
も
の
に
、
役
場
機
構
の
改
革
が

あ
り
ま
す
。
現
在
の
10
課
22
係
を
８
課
18

係
に
再
編
す
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
効

率
的
な
行
政
組
織
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
要

求
に
応
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
来
月

号
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
晴
）

地元の有志らが昨年から始めた「釣師の浜から初日の出を見る会」－　今年は子どもからお年寄り、若
いカップルなど６００人あまりの方が集まり、水平線から昇る初日に新年の誓いを立てました。
会員たちは、参加者にきれいな浜で初日を迎えてもらおうと年末には流木の除去作業や清掃活動を行い
ました。また、元旦の朝５時過ぎから、ぞくぞくと集まる参加者にあら汁を用意して冷えた体を暖めました。

（住民基本台帳調べ）


